
プロティノスの
「個物にもイデアがあるか否かについて」V-7-(18)

宇宙魂は人間以外の個々の生きものの形相も無限に持っている

1
個物にもイデア
があるのか

私および各人
が、直知される
領域に起源をを
もつのであれ
ば、各人の始原
もかの所にある
だろう

4�あるいはま
た、一方もしソ
クラテスとソク
ラテスの魂とが
永久に同一であ
るとすれば、ソ
クラテス自体と
いうものがある
ことになるだろ
う

5 そして、それ
ゆえに、各個体
は、それが魂で
ある限りにおい
て、この理由か
らしても、かの
所に存在すると
言われうるだろ
う

6�他方、も
し永久にあ
るのではな
くて、以前
のソクラテ
スが、別の
時には別の
魂に

−ーたとえ
ばピタゴラ
スあるいは
他のだれか
にーー

なるのであ
れば、もは
やこの個人
がかの世界
にもいること
にはならな
いだろう

9�しかし各人の
魂が、自己が経
てそしてめぐる
すべての諸原
理をもっている
のであれば、や
はりすべての人
がかの所に存
在しているわけ
だ

10�というのも、
宇宙がもつだけ
の諸原理を、そ
れぞれの魂もも
っている、とわ
れわれは主張
するのだから

12�だから、宇宙が
単に人間の原理だ
けでなく、個個の生
きものの原理をも所
有しているのだとす
れば、それぞれの
魂もまた、それらを
もっているはずであ
る

12�とする
と、それらの
諸原理（形
相）の数は
無限である
だろう

一定数の形相が回帰的に用いられるのだろうか

12�ただし、
周期的な回
帰が行なわ
れるのであ
れば、別で
ある

14�このば
あいには、
同一のもの
が反復して
現れるの
で、無限性
が限定され
ることになる
だろう

15�だがそれなら
ば、そもそも生成す
るものはその範型
よりも多数あるのだ
とすれば、一周期内
に生成するすべて
のものに対して、ど
うして原理と範型が
存在する必要があ
ろうか

16�なぜなら、
一個の人間が、
すべての人間に
対して十分足り
るのであるから

17�ちょうど
また一定数
の魂が（転
生によって）
無数の人間
を作り出す
ように

19�いやしかし、互いに
異なるものたちに同一
の原理があるということ
はありえないし、また一
個の人間の（イデア）
が、（すべての人間に対
する）範型として十分で
あるはずもない

20�個々の人間
は、単に素材に
おいてのみ相互
に異なっている
のではなくて、
無数の形相的
差異によっても
また異なってい
るのだから

21�なぜなら、ソク
ラテスの像の現物
への関係とはちがっ
て、いろいろな異な
る諸原理から、それ
ぞれ異なる創造が
行なわれなければ
ならないのだから

24�しかし、一
周期全体はす
べての諸原理を
含んでいて、再
び同一のものた
ちが同一の諸
原理によって生
じるのである

26�なおま
た、直知さ
れる領域で
の無限性を
恐れてもい
けないので
ある

26�なぜなら、
その無限性の
全体が、分割さ
れえない一つの
ものとして存在
しているのであ
って、ただそれ
が活動する時に
だけ、いわば進
出するのだから

2
しかし男性と女性の原
理が混合することによっ
て、ちがった子を作り出
すのだとすれば、生ま
れる各人の独自の原理
というものは、もはやな
いことになるだろうし、

また生む側
のそれぞ
れ、たとえ
ば男性は、
異なる諸原
理によって
作るのでは
なくて、ただ
一つの原理

ーーつまり
彼自身の、
あるいは彼
の父のそれ
ーー

によって
作ること
になる
だろう

5�いや、異
なる諸原理
によって作
るとしても、
いっこうに差
し支えない

5�というのは、
各人がすべて
の原理をもって
はいるのだが、
各自がそのつど
異なる原理をて
もとに用意する
のだから

7�では、同
じ両親から
似ていない
子供たちが
生まれるば
あいは

8�それは、
優勢の度合
いが等しく
ないからな
のだ

8�しかし次のことを。すなわ
ち、たとえ見かけのうえで
はあるばあいには男性側
に、他のばいには女性側に
大部分の点で似ているとし
ても、あるいはまた双方が
互いに等しいだけのものを
提供したように見えても、

宇宙魂の時間（周期）の内では何ものも同一ではない

実は双方ともが全体を
与えたのであり、そして
それが内蔵されている
のだが、ばあいによっ
て、双方のそれぞれの
一部分だけが、もしくは
一方だけの（原理）が、
素材を支配するのであ
る

13�しかし、
異なる美し
さをもつ若
盛りの子ど
もたちが、
似ていない
のはどうして
か

13�はたし
てそれは、
素材がーー
等しい程度
に制圧され
ないのでー
ー差異をも
たらすのだ
ろうか

13�とする
と、一人以
外は、みん
な自然に反
していること
になるであ
ろう

14�しかし、
異なるもの
がしばしば
美しいとす
れば、形相
は一つでは
ないわけで
ある

14�むしろ
醜悪なもの
に対しての
み、<素材に
起因する事
情（で醜い）
>ということ
を容認すべ
きである

15�ただし、
そこにおい
ても、完全
な諸原理が
隠されては
いるが、すっ
かり全部与
えられてい
るのである

17�では原
理には、い
ろいろ異な
るものがあ
るとしよう

17�しかしな
ぜ、一周期
内に生まれ
る者だけの
数の原理が
必要だろう
か

18�同一の
原理が与え
られても、外
面的には異
なる個体が
現れること
は可能だか
ら

20�いや、そ
のことは、す
べての原理
が与えられ
ているという
限りで、承
認されてい
るのだ

21�他方、
今問われて
いるのは、
同一の原理
が支配する
ばあいに（異
なるものが
生まれるう
るか）という
ことである

22�いったいこ
れは、完全に同
一のものは他の
周期には出現す
るが、この周期
内では、何もの
も完全に同一で
はないからであ
ろうか

形相には無限性があるが英知の内では確定しているということもできる

3
しかし、双生児
の多くのばあい
には、原理が異
なっているのだ
と、どうしてわれ
われが言えるだ
ろうか

2�まして、他の
動物を、特にた
くさんの子を産
むものを人が考
慮するなわば、
どうか

4�いや、全く
差異のない
ばあいに
は、原理は
一つなのだ

5�しかし、も
しそうであ
れば、個体
の数だけ原
理もある、と
いうことには
ならない

6�いや、異
なる個体の
数だけ原理
があるのだ

6�形相が十
分に実現さ
れないため
に異なるの
でない限り
は

6�いやむし
ろ、個体同
士に差異が
ないばあい
でも

ーーそもそ
も全く無差
異の個体と
いうものが
幾らかでも
あるとすれ
ばだがーー

（各個体が
異なる原理
をもつこと
を）何が妨
げようか

7�というのは、ちょうど工芸家が
差異のないものを制作するば
あいでも、その同じものを彼は
思考上で区別して把握しなけ
ればならないし、またこの区別
にしたがって何か異なる点を同
じものに付与することによって、
それぞれをちがったものとして
制作するであろうように、同様
に自然においても

ーーただし
ここでは、異
なるものは
推論によっ
てではなく
原理によっ
てのみ生じ
るのである
がーー

とにかく何ら
か異なる点
が（同一の）
形相に結び
合わされて
いなければ
ならない

11�ただし
かし、われ
われには、
その差異を
とらえること
ができない
のである

13�そして、一方もし幾つ創造
されるかということが偶然に決
まるのであれば話は別である
が、他方もしどれだけのものが
存在すべきかということある基
準によって定められているので
あれば、その分量は、全原理の
発現と展開によって決まるわけ
であろう

15�したがっ
て、すべて
が種切れに
なる時が、
新しい始ま
りである

16�というのは、この宇宙が
どれだけの時間存続すべき
か、また宇宙がその一生に
おいてどれだけのものを経
験するであろうかは、諸原
理を包蔵する者（英知）の
内で初めから確定している
のであるから

20�ではいったい他
の動物で、一度の
出産で多数の子を
産むもののばあいに
も、それだけの数の
原理を（われわれは
承認すべきだろう
か）

22�そうだ。
そして種子
および原理
における無
限性を恐れ
てはならな
いのだ

22�魂がそ
のすべてを
内蔵してい
るのだから

23�いやそ
ればかり
か、英知の
内にも

ーーだから
こそ魂の内
にもそれが
あるわけだ
がーー

やはり無限
性が含まれ
ているので
ある

24�かの所
で顕わとな
っているこ
れら（諸原
理の無限
性）が


